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「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」が
決
定

産
地
で
味
わ
う
と
最
高
に
う
ま
い

　
（
一
社
）舞
鶴
市
水
産
協
会
が
、28
年

度
か
ら
始
め
た「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供

店
」の
新
規
と
継
続
登
録
の
審
査
が
3

月
18
日
に
、登
録
認
定
委
員
会
で
行
わ

れ
、新
た
な
2
店
舗
を
含
め
合
計
32
店

舗
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」は
、舞
鶴

地
方
卸
売
市
場
で
取
り
扱
わ
れ
た
生

鮮
魚
介
類（
舞
鶴
の
さ
か
な
）や
そ
の

料
理
を
積
極
的
に
提
供
し
、舞
鶴
の
食

の
魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
の
登
録
基

準
を
満
た
し
た
店
舗
。目
と
舌
は
も
ち

ろ
ん
、
耳
で
も
満
足
で
き
る
よ
う「
こ

の
さ
か
な
は
何
？
」な
ど
、
さ
か
な
の

話
を
お
店
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
提
供
店
は
、店
内
に
掲
出
さ
れ
て
い

▲提供店は「青いのぼり」が目印

る「
登
録
証
」や
青
い
の
ぼ
り
が
目
印
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
丹
後
と
り
貝
や

岩
が
き
、ア
ジ
な
ど
初
夏
の
さ
か
な
が

目
白
押
し
。ぜ
ひ
「
舞
鶴
の
さ
か
な
提

供
店
」へ
。

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
水
産
課
内
、

66・１
０
２
０
）へ
。

丹
後
と
り
貝・育
成
岩
が
き
の
出
荷
が
最
盛
期

舞
鶴
の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を
全
国
へ
発
信
中

　
舞
鶴
湾
で
は
、肉
厚
で
柔
ら
か
く
深

い
甘
み
と
一
般
的
な
と
り
貝
の
倍
以

上
の
大
き
さ
が
特
徴
の
「
丹
後
と
り

貝
」と
、
餌
と
な
る
海
中
の
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
豊
富
な
水
深
で
育
成
さ
れ
、天

然
物
に
比
べ
身
の
入
り
が
１・５
倍
に

も
な
る「
育
成
岩
が
き
」の
出
荷
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
舞
鶴
市
内
で
は
、丹
後
と
り
貝
が
約

25
万
個
、育
成
岩
が
き
約
18
万
個
の
出

荷
が
見
込
ま
れ
、丹
後
と
り
貝
は
６
月

下
旬
ま
で
、育
成
岩
が
き
は
８
月
下
旬

ま
で
、舞
鶴
地
方
卸
売
市
場
か
ら
、市

内
を
は
じ
め
、東
京
の
豊
洲
市
場
や
名

古
屋
、大
阪
、神
戸
へ
出
荷
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
丹
後
と
り
貝
と
育
成
岩
が
き
は
市

内
の「
舞
鶴
の
さ
か
な
提
供
店
」な
ど

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
舞
鶴

の
さ
か
な
提
供
店
食
べ
処
・
買
い
処

マ
ッ
プ
」や「
丹
後
と
り
貝
の
食
べ
処

案
内
」
は
、
市
内
観
光
施
設
の
ほ
か
、

（
一
社
）
舞
鶴
市
水
産
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
。

▼
詳
し
く
は
、
同
協
会
（
水
産
課
内
、

66・１
０
２
０
）へ
。

▲丹後とり貝

▲育成岩がき

舞
鶴
市
第
4
期
地
域
福
祉
計
画
を
策
定

誰
も
が
生
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

　
市
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
役
割
を
持
っ
て
生
き
い
き
と
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
「
舞
鶴
市
第
4
期
地
域
福
祉
計
画
」

（
２
０
１
９
～
２
０
２
２
年
度
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
「
各
分
野
の
新
た
な
連

携
」「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す

い
し
く
み
づ
く
り
」「
地
域
の
福
祉
環

境
の
基
盤
づ
く
り
」「
市
民
参
加
の
促

進
」「
包
括
的
な
支
援
体
制
の
整
備
」

を
基
本
方
向
と
し
て
、
計
画
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
、市

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
制
度

（
市
民
意
見
提
出
制
度
）
に
基
づ
き
意

見
を
募
集
し
た
結
果
、
特
に
意
見
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

　
計
画
の
内
容
は
、福
祉
企
画
課
、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
福
祉
企
画
課（
☎
66
・

１
０
１
１
）へ
。

第 4 期地域福祉計画の概要

基本理念

誰もが住み慣れた地域で役割を持って生きいきと暮らし続けられるまち
を目指して～ひとりぼっちをつくらない、ともに支えあうまちづくり～
①人権の尊重 ②地域住民が主人公③孤立防止④地域力の底上げ

基本方向 推進内容

各分野の新たな連携 ❖異なる分野の新たな連携

福祉サービスが利用しやすい
しくみづくり

❖相談体制の充実
❖自ら必要な情報を得たり判
　断したりすることが困難な
　人への対応
❖災害時の要配慮者支援

地域の福祉環境の基盤づくり

❖地域福祉の連携
❖日常生活を支えるサポート
　体制
❖サービスの質の向上

市民参加の促進

❖福祉についての意識啓発
❖地域福祉活動を行う各種団
　体の活動支援
❖小地域ネットワーク活動

包括的な支援体制の整備

❖住民が主体的に課題を把握
　し活動できる環境整備
❖地域住民の相談を包括的に
　受け止める体制づくり
❖多機関協働による包括的な
　相談支援体制の構築

▲現地の体験を報告

英
語
研
修
参
加
者
が
帰
国
報
告

ポ
ー
ツ
マ
ス
市
か
ら
帰
国

　
４
月
５
日
、姉
妹
都
市
・
ポ
ー
ツ

マ
ス
市（
英
国
）で
の
英
語
研
修
に

参
加
し
た
中
学
・
高
校
生
の
７
人

が
市
役
所
で
多
々
見
市
長
に
帰

国
報
告
を
し
ま
し
た
。参
加
者
た

ち
は
３
月
23
日
～
31
日
の
日
程

で
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
を
訪
問
。ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
現
地
の

英
会
話
学
校
に
通
い
、ま
た
、メ
イ

フ
ィ
ー
ル
ド
校
で
昨
年
10
月
に
初

来
訪
し
た
同
校
生
徒
た
ち
と
交
流

し
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
は
、
現
地
で
買
い
物

の
際
と
て
も
や
さ
し
く
対
応
し
て

も
ら
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
日
本
か

ら
持
っ
て
行
っ
た
カ
イ
ロ
が
現
地

で
と
て
も
喜
ば
れ
て
び
っ
く
り
し

た
こ
と
な
ど
心
に
残
っ
て
い
る
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。　

《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

寄
付
金・寄
贈
品
な
ど

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成
30
年
度
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た

寄
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、匿
名
を
希
望
さ
れ
て
い
る

人
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
寄
付
金
】（
敬
称
略
）

▪
個
人　
❖
ふ
る
さ
と
納
税
…
６

１
９
人
❖
市
民
福
祉
…
桑
田
弘
子

（
南
田
辺
）、
神
内
克
己（
公
文
名
）、

松
嶋
康
晴（
森
）

▪
団
体　
市
民
福
祉
…
全
京
都
建

築
労
働
組
合
舞
鶴
支
部
、
舞
鶴
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
ラ
オ
ケ
連
盟
、
大
相

撲
舞
鶴
場
所
実
行
委
員
会
、
舞
鶴

商
工
会
議
所
女
性
会
、
海
上
保
安

学
校
内
売
店

【
寄
贈
品
】（
敬
称
略
）

▪
団
体　
❖
㈲
エ
ー
・
ア
ン
ド
・
ヴ

イ・タ
ナ
カ
…
全
自
動
洗
濯
機

❖
㈲
あ
っ
さ
り
漬
食
品
工
業
…
朝

日
小
学
生
新
聞
❖
㈱
京
都
銀
行
営

業
本
部
…
カ
ラ
ー
竹
馬
❖
（
一
財
）

舞
鶴
交
通
安
全
協
会
…
安
全
傘

❖
（
一
社
）
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会

…
下
敷
き
❖
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
舞
鶴
…
児
童
図
書
❖
舞
鶴
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
…
ラ
ン
ド
セ
ル
カ

バ
ー
、安
全
旗
❖
舞
鶴
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
、舞
鶴
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
…
ポ
ー
タ
ブ
ル
型
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
発
電
機
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器

❖
（
一
社
）
青
森
県
り
ん
ご
対
策
協

議
会
・
舞
鶴
合
同
青
果
株
式
会
社
…

り
ん
ご

❖
海
上
保
安
庁
Ｏ
Ｂ
有
志
一
同
…

戦
後
引
揚
者
の
海
上
移
送
を
行
っ

た
巡
視
艇
模
型　
ほ
か

《
平
成
30
年
度
寄
付
金
》　
平
成
30
年

度
に
い
た
だ
い
た
市
の
福
祉
に
対
す

る
寄
付
金
は
、８
件
、１
２
２
万
３
，３

６
６
円
。そ
の
お
志
に
沿
う
よ
う
「
市

民
福
祉
さ
さ
え
あ
い
基
金
」
に
積
み

立
て
、高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
人
、未

来
を
担
う
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
た

福
祉
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
６
１

９
件
、１
，６
５
２
万
５
，５
０
０
円
は

「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」に
積
み
立
て
、

舞
鶴
市
の
歴
史
と
文
化
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。　
　
《
企
画
政
策
課
、

福
祉
企
画
課
、教
育
総
務
課
》

▲参加者たちと市長

▲ ( 一社 ) 舞鶴市
　水産協会ＨＰ

Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
実
地
検
証
に
か
か
る
協
定
を
締
結

効
率
的
な
市
役
所
業
務
の
た
め
に

　
４
月
18
日
に
市
と
京
都
電
子
計
算
株

式
会
社
で「
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
全
庁
的
実

地
検
証
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し

た
。Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
と
は
従
来
の
Ｏ
Ｃ
Ｒ

（
光
学
文
字
認
識
）と
違
い
、手
書
き
の
文

字
を
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
デ
ジ
タ
ル
文

字
コ
ー
ド
に
変
換
し
、識
字
率
を
劇
的
に

向
上
さ
せ
る
も
の
で
、手
入
力
の
時
間
を

短
縮
す
る
と
同
時
に
、入
力
ミ
ス
な
ど
の

減
少
を
目
指
す
も
の
で
す
。こ
れ
ま
で
に

保
育
所
の
入
所
に
使
用
す
る
支
給
認
定

申
請
書
な
ど
の
手
書
き
文
字
の
読
み
取

り
テ
ス
ト
を
行
い
、良
好
な
結
果
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ
Ｃ
Ｒ
」と「
Ｒ
Ｐ
Ａ（
パ
ソ

コ
ン
の
操
作
を
記
憶
し
自
動
実
行
す
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
）」
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
手
入
力
で
時
間
の
か

か
っ
て
い
た
事
務
の
作
業
時
間
短
縮
が

見
込
め
ま
す
。　　
《
情
報
シ
ス
テ
ム
課
》

▲締結式の様子




